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提言にあたって 第5グループ【国際化・文化分野】

化とจ化ܳࡍࠃ、たち第5グループではࢲ
術の�つのテーマをઃఆし、ࡍࠃ化では「外
人΁のサϙートのॆ実」、จ化ܳ術では「จࠃ
化ܳ術に৮れるػձの創出とࢧԉ」について
ٞ࿦をॏͶました。
߈化、จ化ܳ術ともに、΢クライφ৵ࡍࠃ
や新型コロφ΢イルス感છ঱によるࡍࠃ的な
パンデミックなど、ࡍࠃ情੎のܹ動により大
きなӨڹがٴんでいます。
Ճ͑て、デジタル化がਐΉࣾձにおいて、
情報ൃ信やऩूのあり方も大きく変化してい
ます。
これらのࣾձ変化を౿ま͑、ࡍࠃ化とจ化
ܳ術にؔするఏݴを͑ߟました。
人΁のサϙートのॆࠃ化のテーマに「外ࡍࠃ
実」をऔり上͛た理༝は、ଟຽ଒化するࣾձ
の中で、จ化・श׳・फڭのҧいによる価値
、༿のนݴの૬ҧや行੓サービスにରする؍
また、これにより生じるݽ立化・ݽಠ化を՝
୊としてೝ識したためです。
՝୊のղ決に向けて「外ࠃ人の૬ޓ理ղの
ଅਐ」「外ࠃ人に向けたஸೡな情報ൃ信」「外
の方向ੑとしてࡦࢪ場所ͮくり」をډ人のࠃ
Ґஔͮけ、೔ຊ人と外ࠃ人が֞ࠜをӽ͑૬ޓ
に理ղし、外ࠃ人も޾せに฻らすことができ
るためのऔ組となるよう、ҙݟ交׵をॏͶま
した。
จ化ܳ術のテーマである「จ化ܳ術に৮れ

るػձの創出とࢧԉ」については、「จ化ܳ術
活動Ոや۠ຽ等に向けたػձのఏڙ」「จ化ܳ
術活動Ո΁のࢧԉや૬ஊ場所のॆ実」をࡦࢪ
の方向ੑとしてҐஔͮけ、୭もが೔ৗ的にจ
化ܳ術に৮れるػձがあり、かつ、จ化ܳ術
活動Ոもいきいきとྗをൃشできる環境を੔
උするためのऔ組となるよう、ҙݟ交׵をॏ
Ͷました。
また、จ化ܳ術にؔする情報ൃ信について

は、ൃ信はされているが情報がଟす͗て೺Ѳ
できないという、ࣾձ変化を౿ま͑たࢹ఺で
のҙݟをऔりೖれ、「จ化ܳ術の活動Ոや۠ຽ
等に֬実にಧく情報ൃ信」としてࡦࢪの方向
ੑにҐஔͮけました。
、を通じてݴ化・จ化グループは、ຊఏࡍࠃ

あらゆる人々がدりఴい、ࣗ෼らしさをൃش
できるまちが実現することをئっています。
この૝いにࢸった理༝は、೔々、ܹ動する

ࣾձ情੎の中でも、変わることなくଟ様ੑを
ଚॏし合͑ることがॏ要と͑ߟたからです。
΢クライφ৵߈をはじめとするࡍࠃ的なة

רや、デジタル化のՃ速など、զ々をऔりػ
く環境はࠁ々と変化しています。
このఏݴが、ج۠ߓຊܭըに൓映されるこ

とで、୭もがࠃ੶やจ化などの֞ࠜをӽ͑て
助け合い、҆৺して৺๛かに฻らせることを
。っていますئ
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
ਓ΁ͷαϙʔτࠃ֎
ͷॆ࣮

•デジタルを活用したݴ༿のࢧԉ
•「やさしい೔ຊޠ」の浸透
ຯを持てる環境ͮくりڵにޠݴいのޓ•
•外ࠃ人が容қに情報ऩूできるサービスのఏڙ
•様々な特ੑを持った外ࠃ人のډ場所ͮくり

ʲςʔマ�ʳ
จԽܳज़ʹ৮ΕΔػ
ձͷ૑ग़ͱࢧԉ

•จ化ܳ術を創଄し、ڗडできるػձの創出
•จ化ܳ術活動Ոがνϟレンジしやすい環境の੔උ
•จ化ܳ術活動Ոや۠ຽ等に֬実にಧく情報ൃ信の工෉

۩ମతͳऔ૊

提言書の見方
ఏݴॻにおける、実現に向けた
՝୊やࡦࢪの方向ੑ、۩体的なऔ
組など、֤߲目間でつながりがあ
るものについては、ه߸（ʓ、□、
◇等）によってؔ࿈ੑを໌らかに
しています。

3　実現に向けた課題
〇（՝୊の内容ᶃ）
□（՝୊の内容ᶄ）
◇（՝୊の内容ᶅ）

4　施策の方向性
〇（ࡦࢪの方向ੑの内容ᶃ）
（の方向ੑの内容ᶄࡦࢪ）□
（の方向ੑの内容ᶅࡦࢪ）◇

5　具体的な取組
〇（औ組の内容ᶃ）
〇（औ組の内容ᶄ）
□（औ組の内容ᶅ）
◇（औ組の内容ᶆ）
◇（औ組の内容ᶇ）
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「多様な文化の人々と自然にふれ合い、思いやりや活気に溢れ、誰もが安心して自分らし

さを発揮できるまち」
ू」੶やจ化などのҧいを໰わず活かされ、୭もがࠃ、のྗが「ݸ」や能ྗなどੑݸ
まりたい」「ॅみたい」と͑ࢥるよう、人々が助け合い、外ࠃ人も޾せに฻らせるັྗ
的なࡍࠃ౎ࢢを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
激動する国際情勢
・΢クライφ৵߈や新型コロφ΢イルス感છ঱をはじめとするࡍࠃ的なパンデミックな
ど、ࡍࠃ情੎のܹ動により、ܦ済やインバ΢ンドなど様々な場面で変化が生じている。

多民族化社会
・ೖ管๏のվਖ਼等により、様々なഎܠを持ったよりଟくの外ࠃ人が、೔ຊで生活できる
環境の੔උがਐんでいる。

デジタル化
・IoTや"Iのਪਐにより、情報のデジタル化がՃ速している。

外国人へのサポートの充実1
テーマ
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 3　実現に向けた課題
○価値観の相違
・ԁ׈なコミュニέーションをするためのݴ༿のนがある。
・ଟຽ଒化するなかで、ӳޠや೔ຊޠ以外のコミュニέーションも必要である。
方のҧいをे෼に理ղでき͑ߟによるڭफ・׳༿を理ղできたとしても、จ化・शݴ・
ないため、価値؍に૬ҧが生まれる。
□理解しやすい情報発信
・外ࠃ人がຊ౰に必要とする情報がԿかを۠が理ղする必要がある。
・ຊ来डけられるはずの行੓サービスについてೝ知౓が௿く、外ࠃ人が適੾にサービス
をडけることが難しくなっている。
・行੓サービスにؔする޿報がଟ様化しているため、情報をワンストップで得られるよ
うに੔理をする必要がある。
◇孤立化・孤独化
・೔ຊ人と外ࠃ人、あるいは外ࠃ人ಉ࢜で交ྲྀするػձをさらにॆ実させる必要がある。
・外ࠃ人のࣇಐや高ྸ者など΁の৺のέアをे෼に行う必要がある。

 4　施策の方向性
○外国人との相互理解の促進
・ԁ׈なコミュニέーションをਤるため、デジタルアプリの活用や「やさしい೔ຊޠ」
のීൃܒٴを通じて૬ޓ理ղの場をઃけ、おޓいの価値؍を共༗する。
□外国人に向けた丁寧な情報発信を行う
・情報఻ୡの方๏をվળし、外ࠃ人が容қに行੓サービスにアクηスできるようにする。
◇外国人の居場所づくり
・外ࠃ人ಉ࢜や、外ࠃ人と೔ຊ人が一ॹにࢀՃできるような場をઃける。

テーマ 1 　外国人へのサポートの充実

63



 5　具体的な取組
○デジタルを活用した言葉の支援
・຋༁アプリをଟくの外ࠃ人や೔ຊ人に೔ৗ的に活用してもら͑るよう、活用ଅਐのた
めのप知・ൃܒをする。
○「やさしい日本語」の浸透
・外ࠃ人と೔ຊ人の૒方に「やさしい೔ຊޠ」をීൃܒٴさせるための活動を実ࢪする。
○互いの言語に興味を持てる環境づくり
・೔ຊ人や外ࠃ人それͧれのจ化やश׳について、おޓいに知ることができる交ྲྀ・ֶ
ͼの場をઃஔする。
□外国人が容易に情報収集できるサービスの提供
・外ࠃ人用に行੓サービスの一ཡをわかりやすくهしたマニュアルを࡞੒し、۠ϗーム
ϖージやసೖ時における配付はもとより、デジタルを活用したप知など、あらゆるػ
ձを通じて情報ఏڙする。
◇様々な特性を持った外国人の居場所づくり
。ઃを活用し、交ྲྀの場をઃけるࢪଘのطಐؗやਤॻؗなどࣇ・
ࢪ੶や೥ྸがҟなっても஥間となってָしく༡ͼ共にա͝せるようなイϕントを実ࠃ・
する。
・共通のڵຯや՝୊を持ったあらゆる人が、ࠃ੶ؔ܎なくࣗવとूまれるようなۭ間を
つくる。

テーマ 1 　外国人へのサポートの充実
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 6　参画と協働の推進
大使館とのさらなる継続・強固な連携
。理ղをਂめていくޓし、૬׵について情報交׳のจ化やशޓと૬ࠃ֤・
・۠から大使ؗを通して情報ൃ信してもらうとともに、大使ؗからの情報を۠ຽ΁ൃ信
する。

民間企業との連携
࠵मあるいはηミφーを։ݚる܎業等との࿈携により、一ൠ۠ຽ向けに、ଟ様ੑにا・
する。

町会・自治会との連携
・ொձ・࣏ࣗձओ࠵のイϕントにࢀՃをݺͼֻける。
関係機関との連携
・ࣾձ෱ٞڠࢱձ等、஍Ҭのஂ体がओ࠵する஍Ҭのイϕント情報をҊ内する。

テーマ 1 　外国人へのサポートの充実
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「伝統とモダンが調和した文化芸術が身近に香り、誰もが心の豊かさを育めるまち」
世代やࠃ੶、ো֐の༗ແなどにؔわらず、子どもから大人まで೔ৗの中でさま͟まな
アートに৮れるػձがあり、Φープンな環境の中でจ化ܳ術活動Ոがいきいきとྗを
。すࢦとなれるようなまちを目「ߓ」し、จ化ܳ術を創଄できるشൃ

 2　踏まえるべき社会変化
国際情勢の変化
・ҝସや෺価の変動、新型コロφ΢イルス感છ঱のൃ生など、ࡍࠃ情੎が変化している。
。している΅ٴをڹ情੎の変化が、೔ৗ生活にも大きなӨࡍࠃ・
価値観や生活様式の多様化
・ઓ૪や新型コロφ΢イルス感છ঱のൃ生など、困難なঢ়گに௚面し、あらゆる人々の
価値؍がよりଟ様化している。
・新しいจ化ܳ術が生まれ、人々の生活様ࣜもଟ様化していく中で、఻౷的なจ化ܳ術
に৮れるػձがݮっている。

デジタル化
・情報のデジタル化がਐみ、ൃ信の場が޿がっている。

文化芸術に触れる機会の創出
と支援2

テーマ
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 3　実現に向けた課題
○活動する機会・触れる機会が減少
・新型コロφ΢イルス感છ঱等のӨڹにより、จ化ܳ術の活動のػձがෆ଍している。
・۠ຽ等がจ化ܳ術に৮れることができるػձがগない。
□文化芸術活動にチャレンジしやすい環境が必要
・補助金など、طଘの੍౓を૬ஊすることができる場所がෆ଍している。
・ԁ҆等によりւ外のܳ術Ոのট΁いが難しいঢ়گもあり、ࠃ内のจ化ܳ術活動Ոのҭ
੒が必要となっている。
◇文化芸術に関する情報発信の方法
・จ化ܳ術にؔする情報がൃ信はされているが、情報がଟす͗て೺Ѳできない。
・۠ຽ等がڵຯを持っている෼໺のཉしい情報がಧかない。

 4　施策の方向性
○文化芸術活動家や区民等に向けた機会を提供する
・さま͟まなアプロʕνで活動のػձをఏڙする。
・۠ຽ等が時間や場所にଊわれることなく、จ化ܳ術に৮れることができるػձを૿や
す。	
□文化芸術活動家への支援や相談場所の充実
・活動するに౰たって、創଄の場とさま͟まな૬ஊをすることができる環境を੔උす
る。	
◇文化芸術活動家や区民等に確実に届く情報発信
。௚しや新たな情報఻ୡ手ஈを検౼するݟଘのൃ信方๏のط・

テーマ 2 　文化芸術に触れる機会の創出と支援
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テーマ 2 　文化芸術に触れる機会の創出と支援

 5　具体的な取組
○文化芸術を創造し、享受できる機会の創出
・۠༗ࢪઃにおいて、۠ならではのイϕントをاը・実ࢪする。
・۠内のさま͟まな場所・ۭ間において、จ化ܳ術を感じることができるػձを創出す
る。
・デジタルの技術により、時間や場所にଊわれることなく、จ化ܳ術のऔ組をൃ信でき
る環境を੔උする。
・ো֐などさま͟まなഎܠを持った人もࢀՃできるػձを創出する。
・子どもが఻౷的なจ化ܳ術のऔ組に৮れることができるػձを創出する。
・఻౷と新しいจ化を༥合させるようなػձを創出する。
□文化芸術活動家がチャレンジしやすい環境の整備
・จ化ܳ術を創଄する場をઃける。
・補助金等によるܧ続的なࢧԉを実ࢪする。
・จ化ܳ術について、プログラムなども૬ஊできる場をઃける。
・۠のޙԉ໊ٛのਃ੥方๏など、行੓手続きをࢧԉする。
◇文化芸術活動家や区民等に確実に届く情報発信の工夫
・จ化ܳ術に܎るイϕントの情報が֬実に఻わるよう、映像による޿報など工෉する。
・จ化ܳ術に৮れるػձがないという人々にରしても情報が఻わるよう工෉する。
・۠ຽのจ化ܳ術のニーズをデータϕース化し、イϕントにつな͛ていくような仕組み
をߏஙする。

 6　参画と協働の推進
大使館と連携した情報発信
・大使ؗと࿈携し、動ըをSNSでൃ信するなど外ࠃ人にもจ化ܳ術のऔ組が఻わりやす
いよう工෉する。

他自治体との連携
・ଞ࣏ࣗ体と࿈携して、จ化ܳ術のऔ組をൃ信できるػձを創出する。
関係機関との連携
・ࣾձ෱ٞڠࢱձ等、஍Ҭのஂ体がओ࠵する஍Ҭのイϕント情報をҊ内する。
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開催経過

ճ਺ ։࠵೔࣌ ಺༰

ୈ�ճ 令和4年10月6日（木）
18時30分～20時30分

╚ 事務ہ঺հ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ ෼໺における現ঢ়と՝୊について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月19日（水）
18時30分～20時30分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「外ࠃ人΁のサϙートのॆ実」にؔするٞ࿦
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝୊とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月1日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ テーマ「外ࠃ人΁のサϙートのॆ実」にؔするٞ࿦
これまでのର話の共༗
۠ຽࢀըの検౼

╚ จ化ܳ術෼໺における現ঢ়と՝୊について
╚ テーマ「จ化ܳ術に৮れるػձの創出とࢧԉ」にؔする
ٞ࿦
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝୊

ୈ�ճ 令和4年11月15日（火）
18時30分～20時30分

╚ テーマ「จ化ܳ術に৮れるػձの創出とࢧԉ」にؔする
ٞ࿦
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼
の方向ੑࡦࢪ

ୈ�ճ 令和4年11月29日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճʙ4ճ目の内容֬ೝについて
╚ テーマ「外ࠃ人΁のサϙートのॆ実に向けたऔ組と՝୊
について」のまとめ

ୈ�ճ 令和4年12月13日（火）
18時30分～20時30分

╚ テーマ「จ化ܳ術に৮れるػձの創出とࢧԉ」のまとめ

ୈ�ճ 令和4年12月27日（火）
18時30分～20時30分

╚ ఏݴॻ（Ҋ）のઆ໌

ୈ�ճ 令和5年1月10日（火）
18時30分～20時30分

╚ ఏݴॻの֬ೝについて
╚「ఏݴにあたって」の֬ೝについて
╚ ఏࣜݴについて
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